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(57)【要約】
【課題】
　臭気抑制特性を有する繊維製品を得る方法を提供すること。
【解決手段】
　本発明によれば、臭気抑制特性を有する繊維製品を得る方法が提供される。繊維製品は
、塩化アルミニウムからなる有効成分と、有効成分を製品に安定して固定し、経時的に徐
々に放出する高分子バインダーとを含む組成物で処理される。高分子バインダーは、アク
リル系樹脂、シリコーン系樹脂、ブタジエン系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリアミド系
樹脂およびアクリロニトリル系樹脂からなる群から選択される少なくとも１つの樹脂を含
む。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化アルミニウムまたは塩化アルミニウムを遊離させることができる物質からなる脱臭
有効成分を利用して人体に着用されるように意図された臭気抑制繊維（ｔｅｘｔｉｌｅ）
製品を製造する方法であって、前記製品が、前記有効成分と、前記有効成分を前記製品に
安定的に固定し、経時的に徐々に放出させる高分子バインダーとを含む組成物により部分
的または完全に処理されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記高分子バインダーが、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂、ブタジエン系樹脂、ポ
リウレタン系樹脂、ポリアミド系樹脂およびアクリロニトリル系樹脂からなる群から選択
される少なくとも１つの樹脂を含み、前記有効成分および前記樹脂が、前記製品が含浸ま
たは噴霧される組成物中に分散される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記高分子バインダーが、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂、ブタジエン系樹脂、ポ
リウレタン系樹脂、ポリアミド系樹脂およびアクリロニトリル系樹脂からなる群から選択
される少なくとも１つの樹脂を含み、前記有効成分および前記樹脂が、前記製品を浸漬す
る水性浴中に分散される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記水性浴が、前記有効成分の２０％水溶液を４体積％、および、約５ｇ／ｌ～２０ｇ
／ｌの濃度を有する前記高分子バインダーを含み、前記水性浴が、それぞれ、約１０ｇ／
ｌ～２０ｇ／ｌの濃度および約２ｇ／ｌ～５ｇ／ｌの濃度を有する、カチオン性界面活性
剤および柔軟剤も含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記水性浴が、少なくとも４０℃の温度にされる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記有効成分が、５ｇ／ｌ～１０ｇ／ｌの濃度で含まれ、非イオン性界面活性剤で乳化
され、前記樹脂が、乳化アクリル樹脂であり、約３ｇ／ｌ～５ｇ／ｌの濃度で含まれ、前
記浴が、ウール系製品の場合は酢酸によってわずかに酸性にされたｐＨを、セルロース系
製品の場合は中性ｐＨを有する、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記繊維（ｔｅｘｔｉｌｅ）製品を、前記浴の後に絞り、約７０℃～１８０℃の温度の
熱風で乾燥させる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　塩化アルミニウムまたは塩化アルミニウムを遊離させることができる物質からなる脱臭
有効成分を利用して、人体に着用されことを意図された繊維（ｔｅｘｔｉｌｅ）製品を部
分的にまたは完全に処理するための組成物であって、前記有効成分と、前記有効成分を前
記製品に安定的に固定し、経時的に徐々に放出させる高分子バインダーとを含むことを特
徴とする組成物。
【請求項９】
　前記高分子バインダーが、アクリル系樹脂、シリコーン系樹脂、ブタジエン系樹脂、ポ
リウレタン系樹脂、ポリアミド系樹脂およびアクリロニトリル系樹脂からなる群から選択
される少なくとも１つの樹脂を含み、前記有効成分および前記樹脂が、前記製品を浸漬す
る水性浴内に分散される、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記有効成分の２０％水溶液を４体積％、および、約５ｇ／ｌ～２０ｇ／ｌの濃度を有
する前記高分子バインダーを含み、前記水性浴が、それぞれ、約１０ｇ／ｌ～２０ｇ／ｌ
の濃度および約２ｇ／ｌ～５ｇ／ｌの濃度を有する、カチオン性界面活性剤および柔軟剤
も含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記有効成分が、５ｇ／ｌ～１０ｇ／ｌの濃度で含まれ、非イオン性界面活性剤で乳化
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され、前記樹脂が、乳化アクリル樹脂であり、約３ｇ／ｌ～５ｇ／ｌの濃度で含まれ、前
記浴が、ウール系製品の場合は酢酸によってわずかに酸性にされたｐＨを、セルロース系
製品の場合は中性ｐＨを有する、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　請求項９から１１のいずれかに記載の組成物で部分的または全体的に含浸または処理さ
れた繊維（ｔｅｘｔｉｌｅ）製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣服を製造する方法に関し、より一般的には、発汗によって引き起こされる
悪臭の形成を抑制可能な繊維（ｔｅｘｔｉｌｅ）製品を製造する方法に関する。本発明は
、また、この方法で得られる繊維製品も含む。
【背景技術】
【０００２】
　人体は発汗のせいで悪臭を発し得ることは周知である。この現象は、特に高温の天候で
、身体の分泌物を分解し、これを悪臭物質に変容させる細菌の発生と発育に都合のよい状
態である場合に、さらに顕著になる。実際、汗が身体から発生してすぐには事実上無臭で
あり、身体が汗およびそれが染みこんだ衣服と接触している時間が長いほど、生じる臭気
がより不快になることが一般的に経験されている。
【０００３】
　悪臭を引き起こす細菌の発育を抑制するために、脱臭剤としてアルミニウム塩、すなわ
ち塩化アルミニウムを使用する。実質的に臭気抑制特性を設けた衣服を得るために、上記
脱臭剤を布地に直接適用する様々な方法も提案されている（例えば、ＰＣＴ国際特許出願
番号、第ＷＯ０２／４９５９１号を参照）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、これらの提案は、満足できる結果になっていない。それは、基本的に２種類の
問題があるためである。すなわち、布地（ｔｅｘｔｉｌｅ）の繊維に脱臭剤を含浸させる
と、繊維自体の物理的特性が変化し、その結果、品質が低下すること、および、布地の繊
維への脱臭剤の結合は十分に安定せず、そのために衣服の臭気抑制特性は数回洗濯しただ
けで失われてしまうことである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　出願人は、塩化アルミニウム系の脱臭剤を、布地の繊維の品質を全く損なうことなく、
脱臭剤と繊維との結合が多数回の洗濯に耐えるように布地の繊維に結合し、これにより、
臭気抑制特性を長期間にわたって維持する衣服を得ることができるようにすることにより
、前述の課題に対して十分効果的な解決方法を見出した。
【０００６】
　本発明の方法の基本的特徴は、添付特許請求の範囲の請求項１で定義される。従属請求
項は、本発明の方法の有利な実施形態を規定する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明による臭気抑制繊維製品を得るための方法および組成物の特徴および利点、およ
びこのように得られた繊維製品、すなわち衣服は、本発明の実施形態に関する以下の説明
により、さらに明白になるだろう。しかし、本発明の実施形態に関する以下の説明は、純
粋に例示としてのものに過ぎず、いかなる意味でも制限的と解釈すべきではない。
【０００８】
　本発明によれば、使用者の身体に着用するように意図された繊維製品、完成品（衣服）
および原料または半完成品材料（布地、糸等）を処理するために用いる脱臭組成物を調製
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する。
【０００９】
　木綿で作成した衣服に脱臭有効成分（剤）を適用するための脱臭組成物の簡単な実施例
は、以下のように調製された水性浴からなる。
　－２０％の塩化アルミニウム水溶液を４体積％
　－５÷２０ｇ／ｌのアクリル樹脂などの高分子バインダー
　－１０÷２０ｇ／ｌのカチオン性界面活性剤、例えば、一般的な第４級アンモニウム系
染料固定剤
　－２÷５ｇ／ｌの柔軟剤、例えば、芳香ヘンケル（登録商標）柔軟剤
【００１０】
　処理される衣服を、この方法で調製した浴に数分間（２０分以内）浸漬し、これを約９
０℃の温度にする。ウールを含む繊維材料が含まれる場合、高分子バインダーはシリコー
ン系樹脂であることが好ましく、浴の温度は約５０℃であることが好ましい。
【００１１】
　処理は、すすいで、樹脂の重合に適切な温度（通常は、７０°と１８０°の間で変動可
能）の熱風で乾燥させて完了する。しかし、処理時間および温度は、使用する特定の機械
に従って変更することができる。以上の記載は、例えば遠心洗浄機などで処理する場合に
最適であると考えられる。
【００１２】
　本発明による方法を実践するための別の態様では、衣服を実際に製造する前に、すなわ
ち、それにより衣服が製造される布地に、有効成分を適用することができる。これは、例
えば、非イオン性界面活性剤で乳化した５÷１０ｇ／ｌの有効成分、３÷５ｇ／ｌの乳化
アクリル樹脂を含み、ウール系布地の場合は酢酸（ｐＨ＝５）でわずかに酸性にしたｐＨ
、セルロース系布地の場合は中性ｐＨの浴を有するフォーラード機械（ｆｏｕｌａｒｄ　
ｍａｃｈｉｎｅ）で含浸を実行することにより、連続プロセスで実行することができる。
布地を絞った後、アクリル樹脂の重合を確実にするために必要な温度で「Ｒａｍｅｕｓｅ
」機械で布地を乾燥する。
【００１３】
　上述した組成物において、高分子バインダーは有効成分を布地の繊維に固定して、これ
を保持し、これにより、その結合をその後の繊維製品の洗濯に耐えるようにするという基
本的機能を明らかに有する。塩化アルミニウムは非常にゆっくり放出され、それにより、
経時的に脱臭作用を確保する。シリコーン樹脂もアクリル樹脂も、繊維の柔軟性を感知で
きるほどには変化させず、したがって、この目的に特に適切である。しかし、例えば、ブ
タジエン、ポリウレタン、ポリアミドまたはアクリロニトリル系樹脂など、他のタイプの
樹脂も使用することができ、適切な割合で組み合わせることもできる。
【００１４】
　ウール系の材料の場合は、ラジカル型重合メカニズムなどのように低温で重合可能な樹
脂を使用することが好ましい。いずれの場合でも、柔軟剤は、樹脂が存在することにより
起こり得る硬化を弱める働きをすることができる。
【００１５】
　布地の繊維への適用、典型的な例としては、上述した態様による適用、は、本発明を実
践するために特に有利な態様である。何故なら、支持材料の外観や元の柔軟性を全く変化
させずに、脱臭作用の最適な有効性を確保し、無臭の状態も維持するからである。
【００１６】
　高分子バインダーと組み合わせることにより、塩化アルミニウムは布地支持体に安定し
て付着し、時間の経過とともに、何回も洗濯した後でも脱臭剤が持続的に放出されること
が確実になる。上述した方法で処理した衣服は、着用すると、大量に長時間発汗した後で
も身体からの悪臭の発生を抑制する。特にこの種の問題を生じがちの人に、この目的のた
めに本発明に従って処理した衣服を着用させて実行した実験では、悪臭が全く表れないこ
とが実証された。さらに、衣服を繰り返し洗濯しても、脱臭特性が感知できるほど損なわ
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れることはなかった。いずれの試験でも、着用者を害するようないかなる種類のアレルギ
ーの発現もなかった。当該脱臭成分は、不活性であるばかりでなく、皮脂分泌物とも相互
作用せず、したがって保健衛生の観点から完全に許容可能であるということにも留意され
たい。
【００１７】
　布地の繊維への適用、典型的な例としては、上述した態様による適用、は、支持材料の
外観や元の柔軟性を全く変化させずに、脱臭作用の最適な有効性を確保し、これにより特
定の臭いが全くない状態も維持される。しかし、この適用は種々の態様で実行することが
でき、特に、適用される材料や、それにあわせて使用される機械の種類に応じて実行する
ことができる。例えば、使用される機械には、浴の動作がさらに穏やかで、したがってウ
ール繊維からなる材料の物理的変化を防止する、いわゆる「オランダ式機械（Ｄｕｔｃｈ
　ｍａｃｈｉｎｅ）」が含まれる。さらに一般的には、塩化アルミニウムおよび高分子バ
インダーは、含浸または噴霧システムで塗布することもできる。
【００１８】
　臭気抑制繊維製品を得るための方法および組成物、およびこれらにより得た繊維製品、
すなわち衣服は、特許請求の範囲で定義されるような本発明自体の範囲から逸脱すること
なしに、変更および／または修正することができる。
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【国際調査報告】
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